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令和６年度 第６回（9 月）教育委員会定例会 会議録 

 

日 時：令和 6 年 9 月２４日（火） 15 時００分～1６時４５分 

場 所：村民センター 小会議室 

出席者：教育長 清水 閣成    教育長職務代理者 田中 博美 

委 員 出羽澤和子・千 菊夫・増澤 智代  

事務局：教育次長 藤澤 勇    

書 記：本間 裕子   以上７名 

傍聴人：なし 

 

１ 開 会 

  

２ 教育長あいさつ 

・９月２２日に大芝高原で第２回“まっくんスポーツフェス”が行われた。朝の内は、

雨・風が激しい天候でしたが、受付をされた方がウォークラリー８６名、ニュース

ポーツ９７名でした。受付をされない方もおられたので、１００名以上の方が来場

されました。２つの地区の分館の方が「今日行ったニュースポーツを区でもやりた

い」と伝えてくださった。各地区で、子どもから年齢を重ねた方まで楽しめる活動

を願っている“まっくんスポーツフェス” 。とてもありがたいと思いました。 

・出羽澤委員が村長に退任挨拶に行きますので、途中休憩を入れます。 

よろしくお願いいたします。 

 

３ 付議事件 

  ・特になし 

 

４ 報告・確認事項                 ※ 4：05～4：20 休憩 

（1） 休日部活動地域移行（休日地域クラブ立ち上げ）について（予算等） 

＜会議資料 1 ＞ 

教育長 

○総合教育会議でも村長と共有した内容ですが、教育委員会でも今後に向けた動き等再
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確認・共有したい願いを持っています。 

教育次長 

※会議資料にて説明 

・一昨年から地域協議会の立ち上げ、作業部会等で動き出し組織づくり・規約作成・指

導者確保等、現在 9 クラブが立ち上げに向け動いている。バレーボール・バスケッ

トボール・ソフトテニスは、それぞれ男女併せて 1 クラブ。 

・休日地域クラブに係る村スクールバス運行使用基準（案）について 

・休日地域クラブに係る学校施設等使用料に（案）ついて 

・今後の NPO 法人南箕輪わくわくクラブのあり方について（予算面） 

 わくわくクラブスタッフ増 地域クラブに係る補助（含む指導者謝金）（案）等 

教育長・教育委員 

○わくわくの支出（2023 年度）で人件費 500 万余が出されているが、今後わくわく

クラブの充実のために、300 万を加えて計 800 万にしていくということか。 

教育次長 

○一人分増で 3 人のスタッフを描いているので、そのような金額になる。 

教育長・教育委員 

○支出の指導者謝金の 794,655 円が不要額は、教員・部活動指導員への謝金と理解し

てよいか。 

○休日はクラブが立ち上がるが、平日部活は存続していく。部活動指導者への謝金はな

く、地域クラブ指導者への謝金と受け止めてよいか。 

教育次長 

○はい。令和 7 年度からの部活動は、基本職員の勤務時間内での活動であり、謝金は

生じません。 

教育長・教育委員 

○学校施設の休日開放は、体育館・校庭・音楽室・理科室を想定しているが、美術クラ

ブの休日の活動場所の検討が必要と思われる。 

教育次長 

○セキュリティーの関係で、教室に入ることを予定していないが…。これから相談・検

討したい。 

教育長・教育委員 

○わくわくの人件費（2023 年度）が 2 人分となっているが、3 人の時もあったので
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は。 

教育次長 

○スタッフの引継ぎ等の状況で 3 人の時もありました。 

教育長・教育委員 

○わくわく内のことなので、この場でという枠ではないが 12：00～13：00 等の窓

口の在り方、アウトリーチ的な動き等の検討が今後望まれるのではないか。 

○休日部活の地域移行・休日クラブの立ち上げが形になってきた。 

 

（2） 6 年第 3 回定例議会を終えて   ＜会議資料 2＞     

教育長 

※会議資料にて説明 

○被爆 80 年の来年、広島での平和式典に親子での参加の方向を検討していきます。本

年度平和式典に参加した近隣の市町村の以下のような様子をお聴きし、計画していき

たいと思いますので、今後お考え等をお寄せください。 

 ・希望する親子を募る為に、意義や内容等についてどのように周知を図れば、意義の

ある研修になるか。 

 ・広島へ行った後で、村内や学校内でどのようにフィードバックしているか。 

 ・参加者の年齢や条件・人数等 

 ・研修の成果や課題 等 

 

（3） 研修視察について                    ＜会議資料 3＞ 

教育長 

※会議資料にて説明 

○１１月１３、１４．１５日の中で、前回お伝えした下伊那郡下條村に件数に行きた

い。 

・研修の観点（案） 

① 夏休みや平日の放課後、児童クラブの児童と児童クラブに入っていない児童の

居場所 食事・キッチンスペースの活用 

② 子育て支援センター「すくすく」（離接）との連携の具体 

③ 就学前・未就園の子の居場所としては… 

④ マネージャー サブマネージャーの位置づけや資格について 
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・皆で取組む時間の持ち方・難しさ 

⑤ 移動式遊具  等 

 

（4） 児童・生徒数について                ＜会議資料 4＞ 

※会議資料にて報告 

 

（5） 事故報告                            ＜会議資料 5＞ 

※会議資料にて報告 非公開 

 

（6） 委員から 

○大芝高原祭りで中学生が、来場者にニュースポーツを楽しんでいただくコーナー（ブ

ース）設け活動していた。とても好感が持てるとともに、心が温まった。 

○箕輪町のナイトウォークに参加。4 ㎞を速足で歩き大変だったが楽しめた。 

 まっくんスポーツフェスも工夫が重ねられ、盛会でよかった。 

○かま塾の子ども神輿贈呈式は、子どもから大人まで地域の方が大勢集い、盛り上がり、

感動した。神子柴のかま塾のことを知らなかった方もおられたと思う。すごいことを

やっていると感じたと思う。今までの活動の重ねにより、子ども神輿の贈呈が行われ

たと思う。 

○地域の大人の繋がりの良さ・層の厚さを感じる。 

○かま塾事務局の情報収集・発信力には驚かされた。 

 

（7） 第３回議会定例会について            ＜会議資料 6＞ 

教育次長 

※会議資料にて報告 

 

（8） ９月事業報告・10 月事業計画について                  ＜会議資料 7＞ 

教育次長 

※会議資料にて報告・確認 

 

（9） 10・11 月教育委員会定例会日程について 

10 月 21 日（月） 15：00 村民センター 小会議室 
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11 月２５日（月)  15：00 村民センター 小会議室 

 

（10） その他 

    ・主幹指導主事学校訪問（9/25 南部小・南箕輪小、10/4 南中） 

諸表簿点検について                  ＜会議資料 8＞ 

※会議資料にて分担説明・確認 

   ・村 150 周年記念文化講演会 10 月 19 日 

    講師 鎌田 實 氏 演題「楽しむ ありのままの人生」 

・出羽澤教育委員退任挨拶 

○9 月末で、2 期 8 年の教育委員の任期を終えます。自分の子どもと重ねながら

の 8 年。新型コロナウィルス感染症に関して、臨時教育委員会を行った。今の

状況になって良かったと思う。また、オンライン学習環境が前倒しで整い、現

在も活用されているのは、良いことと思う。今後、中学校を卒業した子どもた

ちの支援ができたら、と考えている。 

楽しく教育委員をさせていただきました。ありがとうございました。 

  

 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


